
 
 
 
 

１ 今年度の組織づくりを行いました 

２ 「子どもたちの笑顔あふれる学校づくりをめざして」と題して、亀岡市教育委員会  

川勝指導主事にご講演いただきました 
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自己実現のための学力

豊かな人間性や人と関わる力

健やかな心と体

ふるさととつながる力

ふるさと教育 交流学習 英語・国際理解教育

自分らしく豊かに生きていくための学び

学びが広がる学校

ゆとりがあり、快適に過ごせる学校

地域と共にある学校

 誰もが楽しく生活できる安全・安心な学校

環境に配慮した学校

・  ・  ・  ・

・  ・  ・  ・

※先進校視察（能勢ささゆり学園・東条学園小中学校）を行いました 

  第４回地域協議会のお知らせ 

 

令和６年７月４日（木） 

吉川町公民館 19:00～ 

 

お問い合わせ

 

電話 0794-82-2000  

ホームページもご覧ください。 
https://www.city.miki .lg.jp/soshiki/89/ 
又は、「三木市 小中一貫教育」で検索 

３ 第２回地域協議会における各テーマに関する意見集約について事務局から説明を行いました 
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１ 教職員部会による協議内容を共有しました 

２ 先進校視察の様子を紹介し、施設一体型小中一貫校のイメージを共有しました 
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  第５回地域協議会のお知らせ 

 

令和６年８月９日（金） 

吉川町公民館 19:00～ 

 

お問い合わせ

 

電話 0794-82-2000  

ホームページもご覧ください。 
https://www.city.miki .lg.jp/soshiki/89/ 
又は、「三木市 小中一貫教育」で検索 

３ 設置する学校の在り方についてグループ討議を行いました 
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吉川地域における施設一体型小中一貫校設置に係る学校用地選定の考え方 

  第６回地域協議会のお知らせ 

 

開催日時  調整中 

場所     吉川町公民館 

 

 

お問い合わせ

 

電話 0794-82-2000  

ホームページもご覧ください。 
https://www.city.miki .lg.jp/soshiki/89/ 
又は、「三木市 小中一貫教育」で検索 

２ 学校用地選定の考え方（案）について、共通理解を図りました 

 

１ 教職員部会による協議内容を共有しました 
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吉川地域
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吉川地域における施設一体型小中一貫校設置に係る学校用地８案の総合的な整理 

 

１ 
吉川小学校 

（西側拡張） 

○防犯性が高く、通学に利点がある。 

○既存施設が比較的新しく、利活用の可能性があるため、建設費の抑制が期待できる。 

○必要な敷地面積が確保できないため、新たな用地買収と大規模造成が必要となる。 

○用地買収のほか、造成にかかる費用と開校までに時間がかかることが予想される。 

○工事期間中において教育活動への影響が懸念される。 

２ 
吉川中学校 

（拡張） 

○アクセスがよく、大規模造成が不要である。 

○必要な敷地面積が確保できないため、新たな用地買収が必要となるが、拡張場所によ

っては地すべり危険箇所に入る可能性がある。 

○既存施設は築 60 年を超えており、利活用は非常に難しい。 

○工事期間中において教育活動への影響が懸念される。 

３ 吉川高校 

○アクセスがよく、必要な敷地面積を確保することが可能で、大規模造成が不要である。 

○工事期間中において教育活動への影響が出ない。 

○最も早い開校が見込まれる。 

○県の保有地のため、市の一存で判断できない。 

○既存施設は築 50 年を超えており、利活用には課題がある。 

４ 吉川総合公園 

○必要な敷地面積を確保することが可能である。 

○工事期間中において教育活動への影響が出ない。 

○都市公園区域であるため、学校設置は基本的に不可である。 

○設置する場合は法的手続に加え、代替地を確保し公園機能の回復が必要となることか

ら、用地買収のほか、造成にかかる費用と開校までに時間がかかることが予想される。 

５ 
町内広大地① 

（福井） 

○必要な敷地面積を確保することが可能である。 

○工事期間中において教育活動への影響が出ない。 

○山林・原野の用地買収（多くの地権者との交渉、用地の境界画定、登記事務）のほか、

造成にかかる費用と開校までに時間がかかることが予想される。 

○インフラ整備等（進入道路、浄化槽、調整池等）にかかる新たな費用が発生する。 

※福井・・・・公共交通のルートに入っておらず、アクセスに課題がある。 

※毘沙門・・・地域の広範囲において土砂災害警戒区域が点在する。 

※上松・・・・県道からの距離があるため、進入路整備に課題がある。 

６ 
町内広大地② 

（毘沙門） 

７ 
町内広大地③ 

（上松） 

８ 
吉川町公民館 

周辺 

○アクセスがよい。 

○工事期間中において教育活動への影響が出ない。 

○学校用地に想定した場合、「洪水・土砂災害ハザードマップ」における安全性（水害）

に課題がある。 

○周囲に大きな建築物が多数あり、用地買収にかかる費用が大きくなる。 
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吉川地域における施設一体型小中一貫校設置に係る学校用地８案の評価シート 

 

大項目 小項目 検討ポイント 
1 2 3 4 5 6 7 8 

吉川小学校
（西側拡張） 

吉川中学校
（拡張） 

吉川高校 吉川総合公園 
町内広大地① 

（福井） 
町内広大地② 
（毘沙門） 

町内広大地③ 
（上松） 

吉川町公民館
周辺 

１ 安全性 
（防災・防犯） 

(1) 水害 水害時のリスク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

(2) 土砂災害 土砂災害時のリスク ○ ○ 
※拡張場所によっては▲ ○ △ △※ △※ △※ ○ 

(3) 地震 地震発生時（山崎断層帯＋草谷断層が連動した場合の想定）のリスク △ △ △ △ △ △ △ △ 

(4) 防災機能（立地） 指定避難所としての機能性（立地面での検討） ○ ○ ○ △ △ △ △ × 

(5) 防犯性 不審者対策（茂みなどの隠れる場所が少ないか、人の目が多いか、夜間の
明るさ等） ◎ ○ ○ △ ▲ ▲ ▲ ○ 

２ 土地 

(1) 
面積 
（有効活用面積） 

より良い学びの実現に向けた必要面積の確保（必要面積は約 30,000 ㎡と見
込んでいる。） × ▲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × 

(2) 土地利用規制 土地利用に係る規制の有無とその内容 △ ○ 
※拡張場所によっては▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ 

(3) 土地保有状況 土地買収の必要性とその広さ（買収に係る費用と交渉期間） ▲ △ ○ 
※県保有地 

▲ 
※代替地が必要 × × × ▲ 

(4) 土地活用の利便性 土地の形状及び造成の必要性とその規模 
（造成に係る費用と工期） ▲ ○ ○ △ 

※場所による × × × ○ 

３ 通学・アクセス 

(1) 
通学の利便性 
 (スクールバスの
運行等) 

スクールバスを利用する子どもの数 
スクールバスの最⾧乗車時間 
スクールバスのルート別の乗車時間差 

◎ ○ ○ △ △ △ △ ○ 

(2) 
隣接道路の状況(ス
クールバスの出入
りの影響) 

スクールバスの運行や乗降における周辺地域への配慮の必要性 ▲ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

(3) 
周辺施設への 
アクセス 

図書館や公民館等公共性の高い施設へのアクセス状況 ○ ◎ ○ △ ○ △ △ ◎ 

(4) 
地域住民の 
アクセス 

地域住民が公共交通等で来やすい場所にあるかどうか ○ 〇 ◎ △ × ▲ ▲ 〇 

４ 開校までの期間 想定される開校までの期間（できるだけ早い開校を目指す。） △ △ 〇 ▲ × × × × 

５ 工事の影響 

(1) 
教育活動への 
影響 

工事による在校生の教育活動への影響（騒音、仮設校舎の要否、運動場利
用制限、体育館利用制限、プール利用制限、部活動の制限等） ▲ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

(2) 
隣 接 道 路 の 状 況
（工事車両の出入
りの影響） 

工事車両の出入りにおける周辺地域等への配慮の必要性 ▲ △ △ △ 
※利用者への影響 ○ ○ ○ △ 

※利用者への影響 

(3) 
国道、県道までの
道路状況（工事車
両のアクセス） 

工事車両が通る道路整備の必要性 ○ ○ ○ ○ 
※場所による △※ △※ △※ ○ 

(4) 
騒音の影響と 
対策 

防音壁設置等工事の騒音対策の必要性 
（工事費と工期に影響がある。） ▲ △ △ △ 

※利用者への影響 ○ ○ ○ △ 
※利用者への影響 

６ 既存施設 
(1) 

既存施設 
利用可能性 

既存施設の利用可能性 ○ ▲ ▲ △ × × × ▲ 

(2) 除却要否 既存施設の除却要否（除却費用と工事期間） ○ ▲ ▲ ○ 
※場所による ◎ ◎ ◎ △ 

補足・備考 
 

   一般利用との併用     
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 凡例： ◎-○-△-▲-×       
学校用地としての適性が高い←・・・・・→適性が低い 
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三木市教育大綱に基づく三木市教育基本計画について 

 

第２期三木市教育大綱（令和２年度～令和６年度） 第３期三木市教育振興基本計画（令和３年度～令和７年度） 

基本理念 

豊かな学びで未来を拓く 

基本理念 

豊かな学びで未来を拓く 

１ 「未来を創る教育」を進めます 

 (1) 未来を担う子どもたちの生き抜く力を育てます 

  ア 確かな学力の育成 

基本方針Ⅰ 「未来を創る教育を進めます」 

 １ 未来を担う子どもたちの生き抜く力を育てます 

  施策(1) 確かな学力の育成 

     ① 基礎学力の定着と活用力・学びに向かう力の育成 

     ② 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善の推進 

     ③ 基本的な学習習慣の確立 

     ④ 放課後学習支援の充実 

     ⑤ グローバル人材を育成する教育の推進 

     ⑥ 情報活用能力の育成 

     ⑦ 小中一貫教育の推進 

  イ 豊かな心の育成 

 

  施策(2) 豊かな心の育成 

     ① 人権教育の推進 

     ② 道徳教育の充実 

     ③ 生徒指導の充実 

     ④ 多文化共生教育の推進 

     ⑤ ふるさと教育の充実 

     ⑥ 体験的学習活動の充実 

     ⑦ 防災教育の推進 

  ウ 健やかな体の育成   施策(3) 健やかな体の育成 

     ① 体力・運動能力向上の推進 
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     ② 食育の推進 

     ③ 健康教育の充実 

     ④ 安全教育の推進 

  エ 特別支援教育の推進   施策(4) 特別支援教育の推進 

     ① 適切な指導及び必要な支援の実施 

     ② 認め合い、支え合う特別支援教育の推進 

  オ キャリア教育（社会的自立に繋がる学び）の推進   施策(5) キャリア教育（社会的自立に繋がる学び）の推進 

     ① 社会的自立に必要な力の育成 

     ② 社会に触れる機会の充実 

     ③ 進路指導の充実 

  カ 就学前教育・保育の充実   施策(6) 就学前教育・保育の充実 

     ① 一人一人の特性に応じた質の高い就学前教育・保

育の推進 

     ② 多様な教育・保育ニーズへの対応 

     ③ 地域連携の充実 

     ④ 小学校教育との円滑な接続 

     ⑤ 在宅児童の保護者に対する家庭支援 

(2) 子どもたちの学びを支える環境づくりを進めます 

  ア 教育環境の整備と充実 

 ２ 子どもたちの学びを支える環境づくりを進めます 

  施策(1) 教育環境の整備と充実 

     ① 学習機会の保障 

     ② 安全で快適な教育環境整備の推進 

     ③ 特別な支援を要する子どもたちに対する切れ目の

ない支援 

     ④ 学校再編の推進 

     ⑤ 就学前教育・保育の一体化 

  イ 学校、家庭、地域が連携した教育の推進   施策(2) 学校、家庭、地域が連携した教育の推進 
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      ① 「地域とともにある学校園づくり」の推進 

     ② 家庭の教育力の向上 

     ③ 子育てに不安を抱える家庭への支援 

  ウ 教職員の資質・能力の向上 

 

  施策(3) 教職員の資質・能力の向上 

     ① 教職員の資質と実践的指導力の向上 

     ② 教職員の働き方改革の推進 

  エ 学校園の組織力の強化 

 

  施策(4) 学校園の組織力の強化 

     ① 管理職の組織マネジメント力の強化とミドルリー

ダーの育成 

     ② 教職員相互の協力・協働体制づくりの推進 

２ 「生涯にわたる学び」を支えます 

 (1) 豊かな人生を応援します 

  ア 人権教育の推進 

 

基本方針Ⅱ 「生涯にわたる学び」を支えます 

 １ 豊かな人生を応援します 

  施策(1) 人権教育の推進 

     ① 人権教育・啓発の充実 

     ② いじめ防止の推進 

     ③ 虐待防止の推進 

     ④ 男女共同参画の推進 

  イ よりよく生きるための学びの充実 

 

  施策(2) よりよく生きるための学びの充実 

     ① ライフステージに対応した多様な学びの機会の提

供 

     ② 公民館を核とした生涯学習活動の推進 

     ③ 地域の未来を担う人づくりと地域課題の解決に向

けた支援 

     ④ 市民ニーズに対応した図書館の充実 

 (2) 文化・スポーツの振興に努めます 

  ア 市民文化の高揚 

 ２ 文化・スポーツの振興に努めます 

  施策(1) 市民文化の高揚 
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      ① 豊かな自己実現を図る文化・芸術活動の推進 

     ② 文化、芸術の振興と普及に向けた顕彰制度の活用 

     ③ 文化会館や美術館における文化・芸術事業の企画

と開催 

  イ 文化遺産の活用 

 

  施策(2) 文化遺産の活用 

     ① 地域資源をいかした文化の振興 

     ② 文化財保護の推進と活用 

     ③ 文化遺産を維持、活用する担い手の育成 

  ウ スポーツ環境づくりの推進 

 

  施策(3) スポーツ環境づくりの推進 

     ① 「する、観る、支える」スポーツ環境づくりの推進 

     ② スポーツを通じた健康で活気あるまちづくりの推

進 

     ③ 三木の地域性をいかしたスポーツ振興 
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